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地学漫筆No.10

間違い

だら

け

1.アメリカの

百科じ興

ある目ある時

突然エンサイク

ロペジア･アメ

リカｰナの東京

支社の若いセｰ

ルスマンが訪れてきた.むろん彼は日本人であるが全

30巻18万円の英文百科じ典を有名人の紹介でセｰル

スしてまわり買ってもらえた人をせんでんに使おうと

いうもくろみから要するに名前を貸していただきたい

もっともそれには2割引でお取引き願った上で

･ということでお名前だけ拝借するというのでは住

いという.

英誌カミその現在の読者のみならず過去あるいは将来

の読者に音楽レコｰドだの○○選書だのをこれで

もかこれでもかと押しつけてくるのとよく似ていて

そのセｰルスマンも18万円という正価をいう前にま

ずお名前を借りる前提として買っていただげれぱ2割

引するほかにご家庭の子供さんの年令に応じて2万

円から3万円する子供百科やカラｰ写真による動植物

じ典たどをお礼にさしあげる旨宣伝しておいてこっ

ちカ三学者だという前提のもとに晋ひこうしたものを座右

の友としてもたれるべきで･…と勧誘してきたのである.

18万円の2割引つまり1μ,000円というお金はわ

たしたち公務員にとっては一そうそう簡単に0KとV･

える金高のものではなv'.それに第一わたし流にい

えば何もわざわざ英語のじ典でま探ってまで一という

気があるしさらにアメリカ旅行の経験からすれば在

るほどカリフォルニアは住みたいなと思うところではあ

るカミそこに実際に住める可能性は縁遠いしそのカリ

フォルニアをいきなり日本のわたしたちの生活環境にも

ち込んでも的はずれのようなものでそんな百科じ典

が地質調査所自体で買うべきもので泣い以上家庭経済

の上に大きなぎせv'を払ってまでやすやすと買えるも

のでないことはまずまず明らかである.

ζれでもかこれでもかの先方ゼｰノレスマニ■の攻撃にユ

(カットとも)〈らだ･のぷお

時間ばかり応待してわたしより20%か30%より熱心に

応待されるであろう富裕な学者数名のアドレスを紹介し

てお買い上げの光栄にだけは浴させていただかなくて

すませたものであるカミ保険の勧誘員撃退と同じように

･･逃げかくれすれば別であるが…･その攻撃に対する

防ぎよはなかたかしんどいはなしであった.
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輸入文化ということ

にあたまの上のあみ棚にバックを放りあげて

タイムスとかよこ文字の書物をよんでいる人種の方が

えらそうに思える.おかしな潜在心理雅わたしたちを

支配している.そこでことさらカミたカミたの木造建築

の料理やがレストランカンヌとかカフィｰショップボ

ンとかv･う名をつけたがる.

とにかくわたしたちのこの日本

では文化の大部分が外来輸入1こ

依存しているとv'う決定的な事実

をみのカミすわけにはv'かない.

よこ文字で書いてあるものはすべ

て高級であり正しいという意喋

をも含めてよいものと評価されて

いる.事実ラッシュのなかで

“へ"の字“く"の字になって週

刊誌をよんでいる人種より乱暴

ジャパン

地学もまたその例外でない.まさに他の自然科学の

多くの部門と同じく国内のいろいろな事例とくちよ

うをとり入れなカミらも本質的には外来文化の一環として

発達してきた.その多くの専門書化石や鉱物の図集

あるいは朝倉や学習研究杜などから出版されてv･る地学

関係の普及書はすでに相当な数に達しているがその

柾か喋は全体からみるとそれほど新味のあるものでなく

何かどこかで似かよった臭のする図や表や文字の表現が

目につくのである.つまりそのおおもとはロンドン

やニュｰヨｰクで出版されている書物に源を発している

か取材されているといった感じがのこっている.

時事通信社出版の海洋とか砂漠地球山岳など一連

の日本語訳のライフナチュラルライブラリFは最近

のこの方面の出版物として圧巻ものであるが.これとて�



一48一

》日本の国内では取材できないよう

なものが各巻にみちあふれており

市販の教科書専門書と比較する

に当惑するくらいのうまい表現

豊富なネタショッキング底ずば

氏りそのものの鮮明な写真で埋まっ

ている.そしてそれはいかにも

“正確な記事"という感じをも共

存しているというわけである.

残念ながらこれば事実であるから

致しかたが泣い.しかしそれにしても日本の出版物

一一とくに地学の出版物カ室内容の新鮮咲に乏しいという

ことは別とすると全体として貧相にみえるということ

は出版業者のせいもあるし著者がそれだけの体裁を

要求するセンスに欠けていたということも指摘しなけれ

ばなるまい.そしてそれにもましていえることはそ

の内容についての表現が理解しやすいかたちでいってい

たいという致命的なことがらであろう.

3.理解しやすい表現

そこで問題に柾ることがらはわたしたちか地球の実

態をはなしたり書v'たりするのに'もっとわかりやすい

表現を使わなくては祖らないということであろう｡

生まれ故郷の環境と

塊とをまったく区別せずに襲いかかってくるという点で

あると思う.地学はとくに自然の土地環境を対象にす

るものであるからこの輸入文化のもたらす弊害をもろ

にかぶりがちである.

その結果鉱物の結晶形をおぼえることカ茎鉱物学であ

り各地で学者がそれぞれの自分の研究でつけた地層や

岩石の名前で地質学とは仰山な名前をおぼえるものと誤

解されているケｰスか少なく狂い.あるいは地質時代

の年数ポあたまにこびりついてしかもそれポゼロの数

がいくつだったか忘れてしまうとてんで満足な答えに

狂らないよう庄一そうした世間は注れした方面が強調

されるのでついつい地学は世俗ばなれしたわかりに

くいもの興廃をもちにくいものとして扱われがちにな

る.“生物"につよくても地学に弱い学生か多いのも

もともと輸入文化のわるいところ

はそれがな晋必要に在りどう

いう動機で発見発明されどう

いう苦心をして組み立てられたも

のであるかということをすっかり

とばしていきなりわたしたちの

眼前に“さあこれだ"と出現し

てくることでありそのためその

輸入先のつまりわたしたちの環

そして文部省で地学を本腰入れて重視できなかったのも

この辺に少狂くも原因の中の主要部があろう.国の行

政面に地質学や地球物理学の意見がもっととり入れられ

てよいはずの地盤変動や地表変動の多いわたしたちの

国なのにそのわりに一向そういう施策がかえりみられ

在いのも地質学者自らの自信のなさもさることながら

やはり輸入文化からまだほんとうに脱皮しきれないつ

まり国民1人1人の地学に衣りきれないがゆえといって

これは決していいすぎではないと思う白

4.間違いだらけの教科書

そこで必ずしもその表現が正確でない一つまり間

違いがあちこちに指摘される割合いも概して多いという

仏
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ことに匁ろう.残念なカミらそうした間違v･が文部省検

定済みの教科書に発見された場合“間違〉'だらけの教科

書"と〉･ったいささかセンセｰショナルな週刊誌の記

事にとりあげられることと底る.

実際5月の週刊読売(24目特大号)に間違いだらけ

の科学教科書という見出しで174ぺ一ジ中に40力所も

ミスのある地学教科書のことカミ掲載された.

わたしもすでに20種近い水や地学の書物を出している

ので経験していることだが自分の著した書物に校正上

のミスを含め表現や文章上の誤りがあると出版後訂

正できるまで何か気がとがめるものである.たとえば

プラスがマイナスと表現されていたりすると注晋校正

のとき気がつかなかったかと気が一時くさくさするもの

である.そしてまたそうした誤りはどんな1こ気をつけ

ていても1冊の書物で2ヵ所や3ヵ所必ずでてくる.

ところで週刊誌のとりあげた教科書の誤りの狂かには

そうした校正もれの誤りも含まっているのであろうカ主

もっと根本的な取り扱い上の誤りが問題にされている.

しかもそれカ三よく売れている教科書に多いと底るとよ

みやすくするに伴ってどうも誤られやすい表現ポ増えて

きているといった気もする.ところでもしそうだとす

るとこれはたしかに考えるべき問題である.

もともと地学の現象は数理や物理化学の公式法

則などと異注って1+1=2というよう恒きちんと答

えのでるものではなく1+1ポ1.8か1.9ぐらいに荏

ってそれでこれは2になるものとあたまのなかで解釈�



してゆく一というようなかたちをとって成り立ってゆ

く自然科学なのである苗それに実験したり実際に肉

眼でその全ぽうもしくはその実態をみ慧わめるζと秘て

きたい｡つ塞り遺跡や片資んやときによるとむかし

の生物のからだのかたぢが砂や泥で招きかえられた化看

のその婁施外型をみつげるこ&紀よってかつてそこぽ

生じた現象や生存していた動積物の生活を掩推焦す審

とい費蓄わめて券定量駒な扱いをしなけれぱならないの

だからいきおい翌十夏撚蒙をい雲よう抵ピ疹リとした

答えは期待で慧恋い械填実の姿で齢る苗

だからそこぬ表碗の簑免でいろいる巷凄ざ蜜滋誤解

を生む機会が待暮伏せ刷鳴れ巧てよい､とくにそ

の表現をわかりやすい表現で示そう&すると&かく

その誤解を生む機会は増加拡大されやすいし

い過ぎかもしれないが

ではといってまったくないと主

そこで淀しかに｢基本的にはご指摘のと潟ゆ淀が

しかし高検翌年生の段階ではその塞塞では理解されに

くいし箸春自身知ってはいてもそ争いう風熔蕎かな

かり花算｣魅るいは

ザ学閥的匁正確窓をいう

ことで批判慈れれ凄書り

の扱いこをで学制は

りてすでぬ意屍のわかれ

ていることもあるしあ

るお書くのはあるいはい

地学と切手

堀内恵彦

金剛生駒国定公園

古くから関西の人々には狂じみの深い行楽地

で大阪･奈良県境の生駒山を中心とした山

系と金剛山を主峯とする金剛｡葛城･和泉の

山系一帯が公園地域に指定されています.

この付近は古くから発達した河内･大和の交

通の要地に当たっていたので山麓には社寺

や史跡カミ多くまた山上の展望もすばらしい

ものがあります.

観音生駒聖天で有名な宝山寺'信斑山

縁起絵巻で有名な信貴山の朝護孫子寺奈

良朝時代の建造物蓮糸のまんだらで有名な

当麻寺修験道で有名な金剛山女人高野

として有名拒天野山金剛寺などや楠木正

成の居城として有名柾赤坂城跡また1000

人の部下で100万の敵をなやました千早境

跡などもあります.

公園地域はおよそ156,246㎞2指定は昭和33

年4月10目で切手発行は昭和37年5月15

目金剛山系の山並をグラビア4色刷に現わ

してあります.

(筆者は元所員現科学技術情報センタｰ)

おもな社寺としてはお染久松で有名な野崎
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